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ま沼吉松名誉教授略歴

大正7年12月6 

昭和18年 9 月 

同年同月 

昭和20年10月 

昭和22年10月 

昭和24年 4 月 

昭和25年 4 月 

昭和30年 

昭和32年 4 月 

昭和34年,4 月 

昭和35年 3 月 

昭和36年 1月 

昭和36年 4 月 

昭和36年11月 

昭和37年 4 月 

昭和40年 3 月 

昭和41年 4 月 

昭和41年10月 

昭和42年10月 

昭和43年11月 

昭和44年 4 月

昭和47年10月 

昭和48年10月 

昭和53年 4 月 

昭和57年 

昭和59年 3 月 

昭和59年 4 月 

昭和59年 4 月

曰東京都に出生  

慶應義塾大学経済学部卒業 

兵 役 （昭和20年10月復員）

慶應義塾大学文部省特別研究生（戦時中の特例として設置されたもの）

慶應義塾大学経済学部副手

慶應義塾大学経済学部助教授

同大学学生部副部長ま務（昭和27年 3 月まで）

関東社会学会常任委員

慶應義塾大学経済学部学習指導副主任兼務（昭和34年 3 月まで） 

慶應義塾大学経済学部教授 

経済学博士の学位を受ける

慶應義塾大学産業研究所所員* 務 （昭和38年12月まで）

慶應義塾大学大学院社会学研究科委員*務

同大学経済学部学習指導主任ま務（昭和38年 9 月まで）

日本大学大学院文学研究科非常勤講師（社会学担当）.

英国を中心とする欧米留学（昭和41年 3 月帰国）

慶應義塾大学大学院経済学研究科委員法務

法務省司法試験第一次試験考査委員（昭和42年 3 月まで）

慶應義塾大学通信教育部長を兼務（昭和44年 5 月まで）

経済社会学会理事（現在は常任理事）

鮮日本生産性本部経営アカデ 人間能力と組機開発コース，チーフ.コーディネーター

(昭和58年 3 月まで）

法務省司法試験第一次試験考査委員（現在に至ろ）

慶應義塾大学大学院社会学研究科委員長兼務（昭和50年 9 月まで） 

関東都市学会参与（現在に至る）

日本経済学連合評議員 

慶應義鎮大学を定年退職 

慶應義塾大学名誉教授 

国際商科大学教授 

同大学大学院開設準備委員兼務
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ま沼吉松名誉教授著作目録

著 書

『わが国における産業と労働一後進性の実態一』 世 界 言 院 1958年 

「産業における人間問題」（共著） 森五郎編『産業と労務』ダ イ ヤ モ ン ド 社 1960年 

「人間関係労資関係」（共著） 米山桂三編『現代社会学』慶 応 通 信 1961年 

『漁業における就業後造に関する研究』 水産庁研究資料226号 1963年 

『日本の経営層』 日 本 経 済 新 聞 社 1965年

「工業化と近代化一社会変動についての試論一」〔共著） 米山® 三博士還暦記念論文集『日本社会と近代化』 

慶 応 通 信 1967年 

『組織と人間』 日本生産性本部出版部 1968年

『勤労言少年の職場定着性一その現状と見通しについて一』 金 沢 青 年 会 議 所 1968年 

『中間経営層一浸透するプロフエッショナリズム一』 日 本 経 済 新 聞 社 1969年

「経済と社会，組織と人間」（共著） 米山桂三. 中弁信彦. 田野崎昭夫. 言沼吉松『N H K 大学講座社会学』 

日本放送出版協会 1969年 

『産業社会の展開』 日本放送出版協会 1969年

r組織論の社会科学的展開」（共著） 爱沼吉松，斉參正ニ，富田富士雄編『現代社会の構造と変動』新評論 

1970年

「企業と社会」（共著） 日本大学社会学科創立50周年記念論文集『現代社会と社会学』同記念事業実行委員会 

1972年

『企業組織論一企業と人間一』 N H K 放送大学実験番組，経営学教材，H本 放 送 出 版 協 会 1972年 

「企業内部琼境の変化への対応」(共著） 経済同友会編『多元化時代と企業経営』鹿島研究所出版会1972年 

『現代人の載業観』 日本放送出版協会 1972年

「人間と環境一産業主義をめぐる諸問題一」（共著） 抵ね清弘編著『人間とスポーツ』大 修 館 書 店 1973年 

「仕事と遊び」（共著） 言 沼 吉 松 村 清 弘 編 著 『豊かな社会と余暇』 I , 講 談 社 1973年 

rインダストリアリズムと経営者」（共著） 條原三代平. 馬場正後編『現代産業論，産業:^造』日本経済新 

聞 社 1973年

「企藥再生への方向づけ」（共著） 名東孝ニ編『生活者のための企業再生』時海!社 1974年 

『産業社会学』 慶應義塾大学通信教育教材，慶 応 通 信 1975年

「はじめに，第 1享余暇文明の到来と新しい労働者の登場，第 2章産業主義から人間主義へ」（共著） 言沼 

吉松 . 小泉幸之輔. 山田目卓『余暇文明の労働問題』時 潮 社 1975年 

「生活の科学化」（共著） 名東孝ニ編著『生活者の革新のために』評 論 社 1977年 

r企業体制における人間問題」（共著） 名東孝ニ編著『企業文化論の提唱』新 評 論 1979年 

「コンシューマリズムとそれへの対応」（共著） ま沼吉松. 三隅ニ不二 . 奥村忠雄.村田昭治『コンシュー 

マリズムと企業』ジャスコ 1980年 

「生活者のための企業社会」（共著） 言沼吉松•室本誠ニ . 山城享編『多重化する社会と産業一産業の論理 

から生活の論理へ一』新 評 論 1981年
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「企業における中高年問題への対策」（共著） 名東孝ニ編『熟年社会への対応』実 業 之 日 本 社 1981年 

「脱産業主義と官僚制からの脱皮」（共著） 津田真徵•名東孝ニ • W 沼吉松編『日本的経営と産業社会』新 

評 論 1982年 

〔訳劃

G • ギュルヴィチ著「社会統制」 東京社会科学研究所編『20世紀の社会学』H I ,誠信* 房 1959年

「三田学会雑誌」77卷 2号 （1984年6月）

文

1954年 

1954年 

1954年

『三田学会雑誌』49卷 1号

r資本主義の合理性」 『三田学会雑誌』42卷 3号 1949年 

「産業と地域社会」 『三田学会雑誌』46巻 5号 1953年 

「労働者意識につ'̂ 、ての若干の問題（上)」 『三田学会雑誌』47卷 4号 

「労働者意識についての若千の間題（中）」 『三田学会雑誌』47卷 7号 

「労働者意識についての若干の間題（下)」 『三田学会雑誌』47卷11号 

r日本綿業における中小機業の地位一地方体制の崩壊と問屋制の再編成一」

1956年

「地方産業の現状と問題一遠州綿織物業を事例として一」 『三田学会雑誌』50卷 1号 1957年

「産業における社会関係一わが国労働者の社会意識について一」 『三田学会雑誌』50卷12号 1957年

「科学的経営の機構と原理」 『三田学会雑誌』51卷12号 1958年

「産業における人間関係」 『農業協同組合』 4卷11号 1958年

「日本のホワイト. カラー」 『中央評論』11卷 3号 1959年

r産業社会学についての諸問題」 『三色旗』136号 1959年

r現代社会における大企業」 『三田学会雑誌』52卷10号 1959年

r経営の専門職業化」 『慶應參塾経済学会経済学年報3』1960年

「産業的中心地としての東京の性格」 『都市問題研究』13卷 9号’ 1961年

「階層分解の不透明性一外房漁業についての事例的研究一」 『三田学会雑誌』54卷11号 1961年

「新中間階級の社会的性格」 『三色旗』171号 1962年

『三色旗』175号 1962年 

『三色旗』176号 1962年 

『三色旗』177号 1962年 

『別冊中央公論経営問題』1963年春季号 

『三色旗』182号 1963年 

『三色旗』183号 1963年

「人間関係と労資関係（上)」

「人間関係と労資関係（中)」 

r人間関係と労資関係（下)」

厂日本の産業を動かす1500人」

「日本の産業指導者(1)一地域的分布一」 

「日本の産業指導者(2)—出身校と経歴一」

1963年

「日本の産業指導者(3)—出身階層一」 『三色旗』184号 1963年

「日本の産業指導者(4)一男の子どもの出身校と職業一」 『三色旗』185号 1963年

「日本の実業家一 3 代の推移一」 『三田評論』621号 1963年

「日本における大企業経営者の社会的性格一とくに社会移動の観点から一」 『慶應義塾経済学会経済学年報7』 

1964年

r産業社会における昇進の諸条件一年齢• 出生堆• 学歴一」 『三田学会雑誌』57卷 6号 1964年 

「経済地理学における法則性の問題一小島栄次教授の業績を顏みて一」 『三田学会雑誌』57卷 7, 8 合併号 

1964年
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「社会* 業の概念」 『三田学会雑誌』57巻10号 1964年

「Business Leadership in Japan」 『Journal of Social and Political Ideas in Japan』Vol. IE, No. 3 

1965年

r岐路に立つ中堅社員」 『生産性』235号 1966年 

r企業内学歴構成を分析する」 『生産性』236号 1966年 

「産業社会学の動向とその課題」 『三田学会II誌』59卷 9 1966年 

「学歴 . 年功一昇進の諸条件一」 『生産性』239号 ， 1966年

「企業内における学歴と年功一能力主義下の昇進管理をめぐって一J 『労働法学研究会報』18巻 4号 

1967年

「総合調査，中間階級の実態はこうだ」 『実業の日本』70巻11号 1967年

「企業における専門職業者一中間層の問題一」 『三田学会雑誌』60卷 7号 1967年

「産業における組織化とプロフュッショナリズム」 『慶應義塾経済学会経済学年報11』 1968年

「能力主義時代には人間関係は不要か」 『フレッシュマン』55号 1968年

「市場から組織への移行」 『三田学会誌』61卷 7 号 1968年

「実力主# の洗礼を受けるトップ層」 『マネジメント』27卷 8号 1968年

「課長という名の人間像」 『新評』15卷 9号 1968年

「最近における大学生の階層分析」 『経済評論』18卷 6 号 1969年

「能力主義時代の人間関係を探る」 『銀行ビジネス』 3卷 7号 1969年

「日本における反自動車論」 『とッサン . インフォーメーション』 4巻 9号 1969年

「企業における人間開発の意義」 『近代経営』15卷 1号 1970年

r若者における個性化と多様化」 『ニッサン . インフォーメーション』 5巻 3ぢ- 1970年 

「現代組織についての試論」 『三旧学会II誌』63巻 6 号 1970年 

「能力主參とtl本的特質」 『三田学会雑誌』63巻 8, 9合併号 ' 1970年 

「情報化に伴う組織変革」 『システムズ』69号 1970年

「人間を活かす組織一ゆとりあろ組織の提唱一」 『近代経営』15卷13号 1970年

「人間志向の職業観」 『日本労働協会雑誌』141号 1970年

「プロフュッショナリズム」 『東 京 都 医 師 会 誌 』 2 卷 7 号 1970年

「多選択時代の人生と仕事一新しい価値ぽの樹立一」 『マネジメントジャーナル』34号 1971年

「創造性ある組織」 『行政管理』22卷,4号 1971年

「春闘の社会的底流」 『日本労働協会雑誌』148号 1971年

「生活優先時代の企業行動」 『自動車とその世界』58号 1971年

「人間開発と組織問題」 『日本労働協会雑誌』152号 1971年

「ビューロ一クラシーとプロフエッショナリズム」 『三 H 学会雑誌』64卷12号 1971年 

「インダストリアリズムとマネジリアリズム」 『法学研究』45巻 3 号 1972年 

「教育関係を主軸とする担織形態」 『経営労務コンサルタント』248号 1972年 

「現代における規制の思想」 『ニッサン . インフォーメーション』 7卷 7 号 1972年 

「経営体質の転換を迫る高学歴化の進展」 『採用情報』 2 巻 9 号 1972年

「The Japanese Corporation: Its Structure and Dynamics」 『The Wheel Extended』Vol.'ll, No. 2 

1972年

「実践経済学入門」 『経済界』 7卷 9号〜8 卷10号 1972年〜1973年 

rわが国産業界における人間観と勤労観」 『産業訓練』19卷 1号 1973年
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「アーバニズムの拡散と崩壊」 『ニッサン . インフォーメーション』 8 卷 8 号 1973年 

「土は己を知る者のために死す一学生のための企業研究一」 『経済界』 8 卷11号 1973年 

「幕末 • 維新の中堅武士との对比における現代ミドルの意義と行動」 日本的経営研究会編『季刊日本の経済 

文化1』中 央 経 済 社 1973年 

「自己更新力を持つ組織」 『行政とマネジメント』 9 号 1973年 

「日本的レイオフ制度の実態と今後の方向」 『経営コンサルタソト』305号 1974年 

「中小企業の組織と従業員の能力開発」 『商工金融』24卷 4 号 1974年 

「日本人の職業観」 『経営コンサルタント』307号 1974年 

「企業における人間観の変遷」 『経営コンサルタント』308号 1974年

r日本型世襲と経営帝王学」 日本的経営研究会編『季刊日本の経営文化3』中 央 経 済 社 1974年

「労働と余暇」 『経営コンサルタント』309号 1974年

「余暇社会における労働問題」 『三田学会雑誌』67巻8 号 1974年

「仕事への動機づけ」 『経営コンサルタント』310号 1974年

「新しい組織」 『経営コンサルタント』311号 1974年

「新しい労働者」 『経営コンサルタント』312号 1974年

「産業主義から人間主義へ」 『三田学会雑誌』67卷11号 1974年

「リーダ- シッ プ」 『経営コンサルタン卜』313号 1974年

「産業におけろプロフエッショナリズム」 『経営コンサルタント』314号 1974年 ’

「職務再設計と経営革新」 『経営コンサルタント』315号 1975年

「教育の場としての企業」 『経営コンサルタント』316号 1975年 ’

「組織と社会」 『三田学会雑誌』68卷 3号 1975年

「組織進化と自己更新力」 『経営コンサルタン卜』317号 1975年

「社内教育の現状と課題」 『経営コンサルタント』318号 1975年

「人と組織をどう再編成すろか」 『産業訓練』21卷 4号 1975年

「企業の再生一道徳的危機からの脱出一」 『経営コンサルタント』319号 1975サ

rビジネスとプロフエッション」 『経営コンサルタント』320号 1975年

「現場優先主義とサービス精神」 『経営コンサルタント』321号 1975年

「中高年層対策と過剰管理職問題」 『経営コンサルタント』322号 1975年

「明日の職業」 『経営コンサルタント』323号 1975年

「創造性の開癸」 『経営コンサルタント』324号 1975年

「今日の経済と明日の企業」 『経営コンサルタント』325号 1975年

「統合と参加」 『三田学会雑誌』68巻1 1 , 12合 併 号 1975年

r組織効率の強化」 『経営コンサルタント』326号 1975年

「今日の経営を考える一企業における中高年層の活路一」 『季刊マネジメントジャーナル』 1975年

「参加による経営民主化」 『経営コンサルタント』327号 1976年

「経営参加と共同決定」 『経営コンサルタント』328号 1976年

r産業化と都市化」 『経営コンサルタント』329号 1976年

「体制内革新」 『経営コンサルタント』330号 1976年

r生産性と人間性の統合を目指して」 『産業訓練』22卷 5号 1976年

「受難の中間管理者」 『経営コンサルタント』331号 1976年

「組織変革と自覚的参加」 経済社会学会編『経済社会学年報I 』 1976年

「三田学会雑誌」'-77卷2号 （I984年6月）
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「歴史に学ぶ」’ 『経営コンサルタント』332号 1976年 

rマキヤヴエリズム」 『経営コンサルタント』333号 1976年 

「日本的雇用制度の動揺」 『経営コンサルタント』334号 1976年 

「全員参加」 『経営コンサルタント』335号 1976年 

r組織の日本的特質」 『経営コンサルタント』336号 1976年 

「高学歴化と人* 管理」 『就職指導』 3巻11号 1976年 

「建前と本音」 『経営コンサルタント』337号 1976年 

「組織と権威」 『経営コンサルタント』338号 1976年 

「自由と民主主義」 『経営コンサルタント』339号 1977年 

「日本的経営の動向」 『経営コンサルタント』340号 1977年 

「平等への志向」. 『経営コンサルタント』341号 1977年 

r人間開発」 『経営コンサルタント』342号 1977年 、

「高齢化社会への対応」 『経営コンサルタント』343号 1977年

「自由と組織」 『三田学会ぜ誌』70卷 3号 1977年

r開かれた企業システム」 『経営コンサルタント』344号 1977年

「『曰暮碟』の組織的考察」 『経営コンサルタント』345号 1977年

「ボランタリズムとオポチュニズム」 『経営コンサルタント』346号 1977年

r企業における家観念」 『経営コンサルタント』347号 1977年

「混合体制」 『経営コンサルタント』348号 1977年

r組織論の動向」 『経営コンサルタント』349号 1977年

「Z D プログラムと自主管理活動」 『経営コンサルタント』350号 1977年

「慶応義塾と福沢人脈」 『プレジデント』16卷 1号 1978年

r所有と経営の緊張関係」 『経営コンサルタント』351号 1978年

r中心商店街と店舗立地」 『都市問題』69卷 2号 1978年

「自由と計画」 『経営コンサルタント』353号 1978年

「譲従からの脱出」 『経営コンサルタント』355号 1978年

「革新への新しい道」 『大学世界』 1卷 6号 1978年

「中年社会の苦悩」 『経営コンサルタント』357号 1978年

「官僚制と市民社会」 『経営コンサルタント』358号 1978年

「個人と組織の統合」 『経営コンサルタント』359号 1978年

「増幅される不確実性」 『経営コンサルタント』360号 1978年

r企業体制と社会主義」 『経営コンサルタント』362号 1978年

r自主管理と市場経済(1)」 『三田学会雑誌』71巻 6号 1978年

「組織革命と社会の政治化」 『経営コンサルタント』363号 1979年

r組織を活かす新管理者像」 『産業訓練』25卷 1号 1979年

r労働者の自主管理」 『経営コンサルタント』364号 1979年

「自主管理と市場経済(2)」 『三田学会雑誌』72卷 1号 1979年

「企業と人間」 『経営コンサルタント』365号 1979年

「産業と労働の曲り角」 『季刊マネジメントジャーナル』20号 ‘1979年

「減量経営のなかで終身雇用制は生き残れるか」 『季刊マネジメソトジャーナル』？1号 1979年 

「自動車は省エネルギー論のどこにいるか」 『ニッサン . インフォーメーション』 14卷 5号 1979年

—— 190 (314) ——



「経済と政治の混合体制」 経済社会学会編『経済社会学年報皿』 1980年

「地域社会における企業の役割」 東京電力『地域開発ニュース』139号 1980年

r管理者の立脚点としての問題感受性」 『産* 訓練』26卷 3号 1980年

「転換を迫られる学生運動」 『大学世界』 3巻 4号 1980年

「能力開発と組織変革」 『産秦訓練』26卷 4 号 1980年

「消費者革命への対応」 『産業訓練』26卷 5号 1980年

「変化する日本的特質」 『産業訓練』26巻 6号 1980年

「開かれた企業組織へ一自己革新的企業の樹立一」 『享刊マネジメントジャーナル』25号 1980年 

「外部志向の経営」 『産業訓練』26卷 7号 1980年 

「練外克服と企業進化」 『産業訓練』26卷 8 号 1980年 

「企業戦略と組織構造」 『産業訓練』26卷 9 号 1980年

「独禁法とアメリカ社会」 『ニッサン . インフォーメーション』15卷 4号 1980年

r組織論の社会学的展開」 『法学研究』53卷 9号 1980年

「オープン. システムとしての企業」 『産業訓練』26卷10号 1980年

「企業における中高年問題への対策」 日本実践経営学会機関誌『実践経営』 5号 1980年

「高齢化• 高学歷化と産* 構造の高度化」 『産業訓練』26卷11号 1980年

「組織構造へのマトリックスの導入」 『産業訓練』26巻12号 1980年

「80年代の人享軟略」 『政法連』41号 1980年

「減量経営から戦略経営へ」 『産業訓練』27巻 1号 1981年

「状況適応の組織づくり」 『経営コンサルタント』387号 1981年

「ビジネス. イデオロギー」 『産業訓棒』27卷 2号 1981年

「戦略経営とマトリックス組織」 『経営コンサルタント』388号 1981年

「A Japanese Explains Japan’s Business StyleJ ' 『Across the Board, The Conference Board Maga- 

zine』Vol. XVIII No. 2 1981年

r集団主義と動態的組織」 『産業訓練J127卷 3 号 1981年

「日本的経営への組織論的接近」 『経営コンサルタント』389号 1981年

「中小企業に求められる企業家精神一企業家精神の系譜一」 『国民金融公庫調査月報』239号 1981年

r求められる企業像」 『産業訓練』27卷 4号 1981年

「新しい企業家精神」 『経営コンサルタント』390号 1981年

r組織革新の担い手」 『経営コンサルタント』392号 1981年

「寡占企業と戦略経営」 『法学研究』54卷 6号 1981年

r経営者企業と寡占体制」 『経営コンサルタント』394号 1981年

「組厳社会における人間性の回復」 『産業訓練』27卷 9号 1981年

「組織のなかの個性」 『経営コンサルタント』396号 1981年

「経営の日本的!^質」 『経営コンサルタント』397号 1981年

「状況適応の組織戦略」 『経営コンサルタント』398号 1981年

「日本的経営における光と影」 『三田学会雑誌』74卷 6号 1981年

「人間性を指向する組織革新」 『産業訓練』28卷 1号 1982年

「脱産業社会における人間問題」 『経営コンサルタント』399号 1982年

「組織の倫理的側面」 『経営コンサルタント』400号 1982年

「実業の思想」 『経営コンサルタント』401号 1982年

「三田学会雑誌」77卷 2号 （1984年6月）
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「寡頭支配と官僚制」 『経営コンサルタント』402号 1982年

「意思決定と組織形態」 『経営コンサルタント』403号 1982年

「階級問題と組織革新」 『経営コンサルタント』404号 1982年

「計画的進化と自己更新力」 『経営コンサルタント』406号 1982年

「組織のなかの知識人」 『経営コンサルタント』407号 1982年

r豊かさの陰にある脆さU)」 『経営コンサルタント』408号 1982年

r豊かさの陰にある脆さ(2)」 『経営コンサルタント』409号 1982年

r経済体制と産業民主化」 『経営コンサルタント』410号 1982年

「所有の社会化と管理の民主化」 経済社会学会編『ヴェプレンと制度学派年報IV』

「組織生態学」 『経営コンサルタント』411号 1983年

「揺らぐ会社人間」 『経営コンサルタント』412号 1983年

「行政と政治」 『経営コンサルタント』413号 1983年

「組織と環境」 『三田学会雑誌』76巻 1号 1983年

「官僚制の改革」 『経営コンサルタント』415号 1983年

r脱産業主義と組織民主化」 『経営コンサルタント』416号 1983年

「高齢化時代の企業活性化」 『経営コンサルタント』417号 1983年

「民僚の役割」 『経営コンサルタント』418号 1983年

r企* を支えろ人間開発」 『経営コンサルタント』419号 1983年

「求められる新入社員像」 『経営コンサルタント』420号 1983年

「経営者資本主義の活力」 『経営コンサルタント』422号 1983年

「体制問題と企業家精神」 『経営コンサルタント』423号 1984年

「企業家情神と経営者資本主義」 『三田学会雑誌』76卷 6号 1984年

「組織と人間」 『経営コンサルタント』425号 1984年

「社会科学としての組織論」 『三色旗』434号 1984年

1982年
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